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鹿本学園って
どんな学校？

小学部・中学部・高等部があります

「肢体不自由教育部門」と「知的障害教育部
門」がある学校

○肢体不自由教育部門は小学部・中学部・高

等部

○知的障害教育部門は小学部・中学部

○一人一人の学びや生活を大切にしていま

す。

○児童生徒数は520名以上

○教職員は250名以上の東京都の中でも大

規模の学校



校訓は
「向学虹輝（こうがくこうき）」

「一人一人が自分らしく輝き、
学び続けることを大切にす
る」
という願いが込められてい
る

○広くて設備が充実しています

•校内には体育館２つプールも２つ

•学習や運動に取り組むことができる

•ボッチャなどのスポーツ活動も行っ
ている

○障害の特性に応じた教室環境作り

そのため、学習する教室は分かれて

いる

両部門の子どもたちが同じ空間で過
ごせる場所が学校図書館・廊下の一部
に設置している図書コーナー



そもそも、どうして？
○都立高校には「司書」の配置があり

同じ都立学校なのに、学校図書館の整備はままなら
ず。無い学校も

「司書」の存在はさらに厳しい状況

○発達がゆっくり、障害には一人一人異なる特性が
ある特別支援学校だからこそ、様々なジャンル・種類
の蔵書する学校図書館・資料のことが分かる専門職
（司書）が必要



鹿本学園の学校図書館



・基本的には貸出返却は
児童生徒が行う

・返却後は、白いブック
トラックへ



・車椅子の児童生徒が

図書館内を移動でき

るように、移動できる

べンチのみ設置

・混んでいるときは、譲

り合って使用



・一桁の分類番号と
色別シールで分類

・大まかな内容の見
出し



学校図書館の館内図
出入り口から右回り
に一周すると、０類～
９類まで配置



・図書館前の廊下
（えほんの散歩道）
表紙が見えるよう
に並べている
・図書館が混んで
いるときは、こち
らで本をペラペラ
と開き、選ぶ児童
生徒もいる
・図書館支援員が
棚にテーマを決め
て配置



「えほんの散歩道」後半は、
先生たちから詳しく知りた
い」と学校図書館支援にリ
クエストがあった、特集が
組まれている

テーマは「オノマトペ」のあ
る本を紹介





・2階職員室前の廊下にも

表紙が見える様に掲示

マンガやおしゃれな図鑑など

・２階は中高生の教室のため進
路に向けた本やYAを意識した
本を用意



１階スクールバス玄関（児童生徒が登下校時使用する玄関）のスペースには
地域の公共図書館の広報誌（YA向き）と貸出可能な雑誌（２誌）を配置



雑誌の隣には「紙芝居ス
テーション」と題して紙芝
居コーナーを設置

学校図書館支援員が
『図書館だより』を
作成



学校図書館支援員
が2か月に一度発
行
教員が授業に使用
できる本
季節の本を意識し
ている



本校の貸出状況

☆本校の蔵書数は約４０００冊

→児童生徒・教職員数と比べると多くない

☆貸出数（令和７年度）約９８００冊

→１冊につき２回以上貸出されている

☆除籍数（令和７年度）約３０冊

→激しく破けている。製本の糸や糊が再起不可能

知的教育部門の貸出数がダントツ（在籍数が多い）

肢体不自由教育部門もそれなりに多い

学校図書館支援員が勤務していることで先生方からの本の相談

先生方の貸出数も増



学校図書館ができること



様々なジャンルの資料（本）を揃えること

・児童生徒の「好き」は様々

０類から９類までの資料を揃える

毎年「ここの○類を重点的に購入しよう」と計画

・「好き」と発達に見合う資料も気にする

「好き」の幅が広がること

年齢に見合った資料もあること

・先生方の授業のアイディアが思いつくような学校図書館

図書館に行ったら、何かヒントかあるかも

学校図書館支援員の活用



児童生徒の「好き」は様々

好きなもの好きなことはみんな異なる

電車の本が好きな子は「電車の本」を目当てに学校図書館に来館す
る。でも、気に入った本がない時も…

泣いてしまうか？ OR 他の本も開いているか？

他の本も開いてみるほうが断然得！！→世界が広がるチャンス

その為に様々なジャンルの資料を計画的に購入

毎年「○類を重点的に購入しよう」と計画している

できれば

０類から９類までの資料を揃える



「好き」と発達に見合う資料も気にする

学校図書館は自己決定ができる場所（誰にも邪魔されずに…）

「好きなもの」は好きでよい

他にも「好き」が広がる可能性がある場所でもある

ただし、年齢に見合った資料も用意！

いつまでも、○○というわけにはいかない

授業で題材にするための資料として発達に見合った資料も用意す
ることも学校図書館の務め

絵本「春はあけぼの」「蜘蛛の糸」「寿限無」「注文の多い料理店」など



先生方の授業のアイディアが
思いつくような学校図書館

学校図書館は教職員のが学べる場所でもある。貸出はOK！

時折「借りてもいいですか…？」と

そのたびに、「先生が授業を作り出す場所です」と

「で、どんな本を探していますか？」と全力で協力

「図書館に行ったら、何かヒントかあるかも 」

学校図書館支援員の勤務日を掲示し、先生方が相談できる日を作
る



学校図書館支援員による研修（初任者向け）



学校図書館支援員による研修（夏季研修）



江戸川区中央図書
館から研修で紹介
する本を団体貸出

夏休み中の公共図
書館は多忙の中で
したが、リストの本
はすべて揃いまし
た



本校の選書について
本校の総人数は約７７０名

今年度の資料費は３０万円（昨年度より５万円UP）

絵本, 150000

絵本以外, 70000

先生方, 20000

児童生徒, 20000

買い替え, 40000



購入するときは、まず…

・今まで貸出され、ボロボロになった資料

→児童生徒にとっては、かけがえのない資料

・基本の絵本

→長く読まれている作品は、授業作りのヒントになる

・毎年重点的に購入する分類

→今年度は４類 来年度は５類…と計画した分野

・先生方のアンケート

・児童生徒からの「あの本、あるかな？」



先生方にも希望を必ず聴く

なぜ？→学校図書館は先生たちのものでもある

どのように？→先生方が使用するPC「全校掲示板」に掲載

毎朝行う朝会でもアナウンス

資料について質問することも…

明らかに、先生が読みたい本では…？と感じるもの

購入できた！→アンケートを出した先生に直接伝える

購入できなかった→直接理由を伝える

毎年



子どもも先生もお話会の世界に

いつ→月に２回

どこで→児童生徒が学習する各教室で

だれが→外部専門員（全員が司書 公共図書館勤務経験あり）

お話の会「うさぎ」（「うさぎさん」と呼ばれている）

どのように→「希望用紙」に記入し提出日に担当者まで提出

児童生徒の実態・リクエストが記入あると、プログラムが立てやすい

プログラムとは→児童生徒の実態・生活年齢に応じた内容の本や紙芝
居、わらべ歌で構成



学部・学年・
グループ

肢体不自由小学部 年 組

C G（ 準ずる 課程）

児童生徒数
(男女比・学年

比)

４名（うち男 ３ 名、女 １ 名）
（ 1年生1名 ５年生１名 ６年生２名）

○○さん □□さん ☆☆さん ♡♡さん

希望日・時間

① ９月１８日（金）１３：００ ～１３：２５まで

子ども達の実態

準ずる教育課程ですが、読むことが苦手な様子です。
どのようなものが好きなのか、読めそうなのかを探りたいです。
読みに偏りがあります。
好きな絵本作家だけしか読まない○年生。
赤ちゃん絵本ばかり読む○年生
幼年童話の面白さに気が付いた○年生。
前回よりも、内容があるものがいいと思います。

お話のリクエス
ト

はじめと終わりの歌はカットでお願いします。
どんなジャンルでも構いません。
写真科学絵本ありでお願いしたいです。

担当教員名 生井



お話会については、
こちらの書籍を御覧下さい



まとめ



学校

○学校図書館が児童生徒・先生方に

できること・役立つは無限大

→個々の学校よって必要なこと、欲

しい情報が異なるため

その学校に合った学校図書館でよ

い



○無限大を実現するためには

→学校図書館の館長である校長が学

校図書館の必要性や設置する

目的や効果を深く理解しているこ

と（必須）

校長先生



○地域の公共図書館

ボランティアの活用

→専門知識がある公共図書館の司書

お話会・学校図書館の整備などを

して下さる方を増やすことで児童

生徒の言葉・本への興味や人と関

わる力が育つ

入ってくださる方には障害への理

解につながる

どちらもwin winである(^▽^)/

地域



御清聴ありがとう

      ございました
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